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1。 試験の内容

FSテクニカル株式会社からの依頼により,FST工 法及びアンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入

工法における接着剤 (樹脂)の注入拡がり状況の確認による比較試験を行つた。

2。 試 験 手 順

(1) 注入対象物及び試験条件

接着剤を注入する対象物は,JIS A 5371(プ レキャス ト無筋コンクリー ト製品)附属書 2(規定)

舗装平板に規定されている普通平板 (N300:JIS規 格品,以下,鋪装平板という)の表面に,
モルタル板 (2 0 0mm× 200111m× 1 9mm)をシャコ万で所定の隙間になるように固定したもので

ある。

なお,鋪装平板とモルタル板の隙間は,厚さ 1。 O IIImのすきまゲージを挟み込んで調整した (写

真-1～写真-4参照)。

注入工法の名称,接着剤の種類 0品質,舗装平板とモルタル板との隙間,隙間層の数及び試験体

数を表-1に示す。
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表-1試 験 条 件

工 法 名

FST工 法 [各多層空隙位置停止
対応アンカーピンニング部分 (全
面)エポキシ樹脂注入工法]

アンカーピンニング部分
エポキシ樹脂注入工法

接着剤の種類・品質
建築補修用注入エポキシ樹脂

(JIS適合品)

鋪装平板とモルタル

板との隙間  mm
1。  0

隙 間 層 の 数 一層,二層,三層及び四層

試 験 体 数 各 1体



モルタル板 (200× 200× 19111m)

モルタル板 (200× 20o X 19mm)

写真-1  注入対象物 (一層 )

写真-2  注入対象物 (二層 )

写真-3  注入対象物 (三層 )
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表-2 接 着 剤 の 注 入 手 順

F S T 工  法 アンカーピンニング部分エポキシ樹月旨注入工法

① T-2(湿式二軸低騒音 ドリル)及びノンスリ
ット型ビット(φ 6.O IIm)を 用いて,モルタル
板の表面中央部から鋪装平板の深さ3 0mmま で

接着剤の注入孔を開けた。
② 孔の内部を掃除機で清掃したのち,約 3時間
静置した。
③ 注入器具にFSノ ズルを取り付けて表-3に
示す量の建築補修用注入エポキシ樹脂を注入し
た。
注入手順を写真-5～写真-8に示す。

写真一

穿孔

写真-6
孔の状況

写真-7
飾 J漱

写真 -8
接着剤注

入ノズル

(FSノ タだル )

① T-2(湿 式二軸低騒音 ドリル)及びノンスリ
ット型ビット(φ 6.O mm)を 用いて,モルタル
板の表面中央部から鋪装平板の深さ3011mま で

接着剤の注入孔を開けた。

② 孔の内部を掃除機で清掃したのち,約 3時間
静置した。

③ 注入器具に一般ノズルをを取り付けて表-3
に示す量の建築補修用注入エポキシ樹脂を注入
した。

注入手I贋を写真-9～写真-12に 示す。

写真―

穿孔

写真 -10
孔の状況

写真―H
飾 J漱

写真-12
接着剤注

…Ⅲ_ユ■■■■響:r フゝノ」だル
搬 ノカの
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表-3 接 着 剤 の 注 入 量

隙間層の数

レ バ ー の ス ト ロ ー ク 数

1層 目
*

2層 目 3層 目 4層 目

/1層 18回

2層 18回 17回

3層 19回 17回 17回

4層 19回 1.7回 17回 17回

(注)*:1層 目のみ穿孔部分を考慮した注入量とした。

3.試 験 結 果

試験結果を表-4及び表-5に示す。
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写真-15  接着剤の注入拡がり状況 (隙間層の数 :三層 )

接着剤の注入拡がり状況 (隙間層の数 :四層 )
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4。 試験の期間,担当者及び場所

期   間    平成 19年  2月 27日 から

平成 19年  2月 28日 まで

担 当 者   材 料 グ ル ー プ

試 験 監 督 者   熊  原    進

試 験 責 任 者  鈴 木 敏  夫

試 験 実 施 者  鈴 木 敏  夫

場  所   中 央 試 験 所
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写真-13 接着剤の注入拡がり状況

接着剤の注入拡がり状況 (隙間層の数 :二層)
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写真-14
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